
名取川・阿武隈川下流
水防災意識社会再構築ビジョンの取組（H28年度実施状況）

平成２８年５月１９日 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会立上げ
平成２８年８月 ９日 名取川・阿武隈川下流の減災に係る取組方針策定

仙台河川国道事務所

○平成２８年６月１０日 阿武隈川下流・白石川L2規模（想定最大規模）洪水浸水想定区域図公表
○平成２８年６月３０日 名取川・広瀬川L2規模（想定最大規模）洪水浸水想定区域図公表

○公表済
名取川・広瀬川・阿武隈川下流・白石川

【協議会手続き関係】

【浸水想定区域図関係】

【氾濫シミュレーション（浸水ナビ）関係】
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想定最大外力を対象とした洪水ハザードマップの作成・配布 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【避難】

○L2規模（想定最大規模）降雨等による大規模氾濫時には、現状のL1規模（計画規模）のハザードマップ
に示されている指定避難所が浸水する可能性があり、一部の避難所が活用不可。

【現状及び課題】

【課題に対する対応】
○岩沼市、角田市、丸森町の３市町がL2規模（想定最大規模）降雨を対象として洪水ハザードマップの
作成及び配布を実施（H29.4.3時点）

【今後の展開】

○ L2規模（想定最大規模）降雨を対象とした洪水ハザードマップについて、仙台市がH29.10、亘理町が
H29年度中、柴田町がH30年度中、名取市及び山元町についてはH31年度中に作成・配布する予定。

平成29年3月末に作成した角田市のL2規模（想定最大規模）降雨を対象としたハザードマップ
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隣接市町間の避難計画の策定に伴う勉強会等の開催 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【避難】

○L2規模（想定最大規模）降雨等による大規模氾濫時において、各市町における現状（水平避難が必要
な避難者数、大規模氾濫時でも利用可能な避難所の受入れ可能数等）の把握が必要。

○上記について協議会全体で整理を行い、各自治体における避難者受け入れに関する過不足の把握
が必要。

○隣接する市町へ避難が必要な住民の移動手段・移動ルートについて、避難時の渋滞回避のため事前
検討が必要。

○他市町の避難所を利用するにあたり、まだ防災体制を設置していない自治体の避難所開設や運用、
物資、責任の所在等、様々な課題の解決が必要。

【現状及び課題】

【課題に対する対応】

○角田市、丸森町、亘理町、山元町の４市町を「隣接市町間の避難計画策定」にあたっての先行グルー
プとし、平成２８年１２月２０日に該当市町・宮城県・気象台・仙台河国からなる勉強会を実施。

○平成２９年３月２３日に実施した第３回幹事会において、計画策定に向け各自治体が主体となって進
めていくよう先行グループの中で【角田市】を次回勉強会開催の幹事として指名。

【今後の展開】

○ H29.6下旬及びH29.11
中旬に勉強会を開催予
定。

○H29年度中に隣接市町
間の避難計画（案）を作
成する予定。

１２月２０日の勉強会の様子
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名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【避難】

○名取川及び広瀬川におけるL2規模（想定最大規模）降雨を対象とした洪水浸水想定区域図について
平成２８年６月３０日に指定・告示を行い、この指定・告示に合わせ、新たに浸水継続時間と家屋倒壊
等氾濫想定区域も公表。
特に新たに公表した【家屋倒壊等氾濫想定区域】がどういうものなのか住民への説明が必要。

【現状及び課題】

【課題に対する対応】

○仙台市主催で地域住民への説明会を開催した。説明会は減災対策協議会内で連携し、洪水浸水想定
区域に関係する部分の説明者として、河川管理者（国）が参加した。

平成28年8月31日に実施した住民説明会の次第及び説明状況

家屋倒壊等氾濫想定区域等ついての説明会

日時：平成28年8月31日(水) 
18時30分～19時30分

場所：中田市民センター第一研修室

次 第

１ 地域防災計画書検討に伴う家屋倒壊等氾濫想定区域の公表について
(国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所)

２ 水害・土砂災害への備え
(仙台市危機管理室防災計画課)

仙台市地域防災計画書見直しに伴う住民説明会
（平成２８年８月３１日、１０月２０日）

【今後の展開】

○今後も説明会等を開催し、協議会全体で地域住民の避難の必要性等に関する理解向上に努めて
いくことが必要。
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阿武隈川改修８０周年シンポジウム（平成２８年１１月１２日） 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【避難】

○阿武隈川の河川改修の着手から８０周年を記念し、水害の歴史を後世に語り継ぎ、これまで実施して
きた河川改修の効果や地域との関わりを振り返り、活力ある未来への川づくりと地域防災のあり方につ
いて、地域住民とともに考える。

【シンポジウムについて】

シンポジウム開催案内チラシ及び当日の会場内の状況
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洪水タイムライン（防災行動計画）の見直し 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【避難】

○平成２７年関東・東北豪雨時の避難所開設等に係る時間が、想定していたリードタイムと相違
○広瀬川は国、県いずれも広瀬橋水位観測所を基準に管理していることから、現状の広瀬川の洪水タイ
ムラインに宮城県を追加する必要がある。

【現状及び課題】

【課題に対する対応】
○関東・東北豪雨を踏まえ、実態に合わせたリードタイムを採用し、基準水位を見直し。
○広瀬川の洪水タイムラインへ、宮城県を追加。

【今後の展開】

○仙台市では、今回見直した洪水タイムラインをもとに、鉄道、ライフライン、学校、要配慮者施設など
の関係機関を含めた仙台市全体としてのタイムラインについて検討する。

【広瀬川（広瀬橋） 】
昭和61年8月5日台風10号の接近・上陸に伴う洪水を“参考対象”とした、直轄河川管理区間沿川市町村における
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。
※時間は目安として記載、気象・水象及びその他の事項は想定で記載。気象及び災害の状況等によって仙台市の対応は変化し、順序も不同となる。

気象・水象情報 仙台河川国道事務所 住民等市

◇気象注意報、警報が発表され、市内で
災害発生のおそれがあるとき

◇台風に関する気象庁記者会見

◇台風10号発生

◇台風に関する宮城県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

水防団待機水位到達
広瀬橋水位観測所（水位０．５m）

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

※台風10号→温帯低気圧

※温帯低気圧接近

◇大雨特別警報発表

◇ホットライン（仙台管区気象台）

○水門・排水機場等の点検・操作確認

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○上流ダム事務所の事前放流の
指示・確認

水防警報
（準備）

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認（防災エキスパート等）

○出水時点検（巡視）

○CCTVによる監視強化

情報連絡体制の強化

災害対策本部
非常１号配備

（本部長：市長）

○気象情報や雨量の状況を収集

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認

○窓や雨戸など家の外の点検

○非常用品を確認

○避難準備情報の入手（テレビ、ラジオ、
インターネット、緊急速報メール、広報
車等）

○大雨や河川の状況の確認

○避難勧告情報の入手（テレビ、ラジ
オ、インターネット、緊急速報メール、
個別巡回、広報車、ヘリコプター等）

要配慮者避難（適時）

避難開始避難勧告

避難準備情報氾濫注意水位に到達し、なお上昇の
おそれがあるとき

広瀬橋水位観測所（水位１．３m）

洪水予報
（氾濫注意情報）

水防警報
（出動）

○水防団準備

○気象情報、災害情報等
の収集

○連絡体制の強化

○水防団出動

○災害対策機械
の派遣の検討

○要配慮者施設、地下街、
大規模な工場等に情報伝達

（洪水予報・避難情報）

○避難の準備（要援護者以外）

○大雨特別警報の
住民への周知の措置

○監視警戒
○避難誘導

○避難所の開設

○リエゾンの
派遣準備

○応援体制の要請
（防災エキスパート等）

○漏水・侵食等の
情報提供

避難解除

※随時状況に応じ、自衛隊
への派遣要請を検討

○避難者への支援※随時災害発生状況に応じ、
災害対策機械の派遣要請
を検討

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による

迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○警戒本部の設置
○災害の警戒及び応急対策

等を組織的に実施

※随時必要に応じ、助言の
要請を検討

○災害対策本部の設置

避難判断水位に到達し、なお上昇の
おそれがあるとき

広瀬橋水位観測所（水位２．２m）

1時間後には、氾濫危険水位を超え
るおそれがあると判断されたとき

広瀬橋水位観測所（水位２．７m）

堤防天端高到達
（想定氾濫箇所 広瀬川左岸0.0k）

（市内の全域に大規模な災害が発生したとき、
又は全域に拡大することが予想されるとき）

災害対策本部
非常3号配備

（本部長：市長）

[ 防災体制・水防活動 ] [ 避難活動 ]

◇大雨、洪水、暴風、大雪等により、市
内に災害が発生し、災害の警戒及び応急
対策を組織的に実施する必要があるとき

警戒本部体制
（警戒本部長：危機管理監）

避難指示

◇大雨、洪水、暴風、大雪等
により、災害が仙台市の区域
に広範囲で発生し、さらに拡
大するおそれがあるとき

災害対策本部
非常2号配備

（本部長：市長）

○避難指示情報の入手（（テレビ、
ラジオ、インターネット、緊急速報
メール、個別巡回、広報車、ヘリコ
プター等）

○リエゾンの派遣

宮城県

○気象情報、災害情報等の収集

○連絡体制の強化

○連絡活動及び応急対策等の実施

警戒配備0号

○水防資材器具の整備点検、
堰堤、水こう門等の開閉準備

○関係機関（土木事務所等）への伝達

防災情報提供システム・
ホットライン

（破堤など甚大な被害発生）

防災情報提供システム・
ホットライン

（氾濫危険水位到達）

防災情報提供システム・
ホットライン

（避難判断水位到達）

非常配備（３号）

特別警戒配備1号

○水災に関する情報収集

○連絡活動及び応急対策等の実施

○水災に関する情報収集

○雨量又は水位状況の観測

洪水予報
（氾濫危険情報）

洪水予報
（氾濫発生情報）

○河川の巡視

○雨量又は水位状況の監視

水防警報
（準備）

水防警報
（出動）

洪水予報
（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位に到達したとき
広瀬橋水位観測所（水位２．７m）

氾濫
発生

氾濫危険（洪水特
別警戒水位）情報

◇土砂災害警戒情報発表
○避難所開設の準備

○災害対策本部設置

‐72h

‐48h
‐24h

‐15h

‐9h

‐7h

‐5h

‐3h

0h
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洪水時における大規模工場等の避難場所としての活用 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【水防】

角田市

角田市

丸森町

：受入れ企業位置（角田市）
：受入れ企業位置（丸森町）

大規模氾濫時に地元企
業の工場等で避難の必
要な周辺住民を受け入
れる

阿武隈川（福島県・宮城県境から海まで）L2浸水想定区域図
（平成２８年６月１０日公表）

○L2規模（想定最大規模）降雨等による大規模氾濫時には、市
町のほぼ全域が浸水域となってしまう可能性があり、各自治
体の一部の避難所が活用不可。

【現状及び課題】

○対岸にしか避難所が存在しない場合、河川を横断しての避難
が必要。

【課題に対する対応】

【丸森町】
・仙南ジェロントピア
・仙南行政事務組合 あぶくま斎苑
・（株）ケーヒン宮城第一製作所
・フロンテックPRO東北営業所・丸森工場

○大規模氾濫時における避難場所として、丸森町及び角田市
で企業と災害時避難者受入れ協定を締結。

＝ 協定締結企業 ＝
【角田市】
・アイリスオーヤマ株式会社 角田工場

フロンテックPRO㈱との災害時避難者受入れ協定締結式（丸森町）
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